
1992年4月17日　第三種郵便物認可（毎月3回7の日発行）
2021年8月27日発行　SSKR通巻第9294号

（1）　　　　　　　　　　　　（隔月）千葉身障　　　　　　　　　　　第277号

9月1日発行

SSKR
千葉市身障者福祉会
発　行　広報委員会
責任者　飛嶋　信行

－商繕蓬永子∴一一一一一二‾二　一　　　　　　　　　　　一二一一二謁語乗－べき：擁　　　t‾‾‾㌃つま 

ヽhi �・：評p　　　　　　　　　　　　　　　　　　揚詔闇路慈－iで↑レ 

、喜こし．＿ �一　‾馨晶王＝藍 ��������‖・星 ●．曾‾‘ …露－ 志 慧賑 

認諾鶉轟 ��ユニ．．1㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lふ義：蛮 �������� 1， 二、1主義暮 ヽ ��職’‘・，、　　　　　　　　　　　　　　　　卓 ����� �‡三 �� � 

：寧∴ ●圭÷ Jr シt r－」iヽ ‘喜十 ・で �∴∴｝ ふ議 場こし， �ーiY・． “．宣：ヽ 閣議－　　＿：貧一筆麗言 �������景 子”・∴ 1 

、三、1㌧，、 〕：言寄蝉∴ ヽ＿∴：： ー？ �青＿〇一一 で∴ � � � �→ヾ⊥∴ノ ‾右 ��務義 i‾二義 ��� 

ご1 11 

一、．J ��‡ 一、 

一、●1°． �‾∴録1葦－ 　　．ヽ「 ���義認 � � ●ヽ．i ‘（． ������ ��ご子● 整畿 

Li子 �“　雪∴∵」‾1－　言′㌦・・ ��．「ぐ 

詳1－●i i：一 議‾ �：書手 iF　　‾ニー ��蘭 ��墨露語一・ 
ニ：種陣・一・　・＿士二二臆臆臆臆臆m： 

真夏の神社
（香取神宮　千葉県香取市）

醤
閣
閣
国
国

福
祉
会
関
連
の
行
事
実
績
と
予
定

福
祉
会
会
員
の
皆
様
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
放

送
さ
れ
そ
の
猛
威
が
再
び
牙

を
剥
き
依
然
衰
え
を
見
せ
ま

せん。し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

人
口
も
確
実
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
3
密
を
避
け
隙
の
無

い
対
策
を
一
人
一
人
が
心
が

け
、
そ
れ
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
収
束
の
一
番
の
近
道
で

す。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
世
界

を
取
り
戻
す
た
め
に
も
繰
り

返
し
と
な
り
ま
す
が
、
一
人

一
人
の
思
い
や
り
と
配
慮
を

心
に
持
ち
、
根
気
強
く
立
ち

向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

以
下
、
福
祉
会
関
連
の
活

動
実
績
と
予
定
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

0
8
月

8
月
7
日
（
土
）

月
例
理
事
会
・
・
・
開
催

0
9
月

9
月
3
日
（
金
）
　
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
練
習
会

（
陸
上
競
技
及
び
F
D
の

み
）
　
・
・
・
実
施
予
定

9
月
1
0
日
（
金
）
　
福
祉
講
話

寒
川
小
学
校

・・・実施予定

9
月
1
1
日
（
土
）
　
月
例
理
事

会
　
・
・
・
開
催
予
定

9
月
1
5
日
（
水
）
　
心
の
輪
体

験
作
文
ポ
ス
タ
ー
審
査
会

・・・開催予定

重
度
障
害
者
日
帰
り
旅
行

・・・中止

0
1
0
月

日
月
6
～
8
日
（
水
～
金
）

第
2
7
回
「
千
葉
市
障
害
者

作
品
展
」

・・・開催予定

1
0
月
1
6
日
（
土
）

月
例
理
事
会

・・・開催予定

1
0
月
2
1
～
2
6
日
（
土
～
月
）

第
2
1
回
全
国
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
　
三
重
県
こ
と

わ
か
大
会

・・・中止

（
広
報
委
員
会
）

二
第
弱
国
体
育
祭
中
止
の
「

－
　
ぉ
知
ら
せ
　
一

第
5
6
回
体
育
祭
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
の
為
、
何

度
か
先
送
り
し
開
催
の
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
今
の
緊
急
事
態

宣
言
も
鑑
み
、
安
全
を
最
優

先
と
し
、
こ
の
度
非
常
に
残

念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中
止

と
い
う
決
断
に
至
り
ま
し
た
。

楽
し
み
に
し
て
下
さ
っ
た

会
員
、
家
族
の
皆
様
に
は
非

常
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が

不
用
意
な
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
に
も
み
な
さ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

来
年
こ
そ
開
催
が
出
来
る

こ
と
を
祈
っ
て
、
皆
様
一
人

一
人
、
思
い
や
り
の
行
動
を

続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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マイナンバーカード

メリットいっはい！マイナンバーカード

いし

第
2
3
回

「
千
葉
市
障
害
善
福
祉
大
会
」

毎
年
開
催
の
「
千
葉
市
障
害

者
福
祉
大
会
」
は
1
2
月
4
日

（
土
）
9
時
5
0
分
か
ら
千
葉
市

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
も
昨
年
同
様
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
開
催
時
間
、
内
容
等
に

変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
現

段
階
で
検
討
中
と
な
っ
て
お
り

ます。詳
細
や
当
記
事
発
行
以
降
の

情
報
に
つ
い
て
は
、
連
合
会
ま

で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

昨
年
同
様
、
規
模
が
縮
小
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
中

止
で
は
な
く
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
（
京
成

千
葉
寺
駅
ま
た
は
路
線
バ
ス

等
）
を
利
用
す
る
か
、
自
動
車

で
の
乗
り
合
わ
せ
上
、
青
葉
の

森
駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

連
合
会

T
e
I
‥
0
4
3
－
2
0
9
－
3
2
8
1

（
広
報
委
員
会
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
平
成
2

8
年
1
月
か
ら
開
始
さ
れ
早
5
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

皆
様
は
す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
成
、
所
持
さ
れ
て
い
ま

す
で
し
ょ
う
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
す

る
こ
と
で
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

内
閣
府
、
厚
生
労
働
省
か
ら
も
作
成

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

①
、
本
人
確
認
書
類
と
な
り
旧
姓
の

併
記
が
で
き
る

②
、
コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
が
取

得
で
き
る

③
、
健
康
保
険
証
と
し
て
も
使
え
る

（
本
格
運
用
は
令
和
3
年
1
0
月

以降）

④
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
政
の
手
続
き

が
で
き
る

等
が
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
さ
ら

に
便
利
な
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
予
定
も
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方

法
は
「
交
付
申
請
書
」
を
お
持
ち
で
あ

れ
ば
4
つ
の
方
法
か
ら
申
請
出
来
ま

す。①
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
申
請

②
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
申
請

③
、
証
明
用
写
真
機
か
ら
の
申
請

④
、
郵
便
か
ら
の
申
請

申
請
さ
れ
た
半
分
以
上
の
方
が

①
、
②
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
と
の
こ
と
で
す
。

「
交
付
申
請
書
」
を
お
持
ち
で
な

い
方
は

①
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
　
郵
便
」
と

検
索
し
、
専
用
サ
イ
ト
か
ら
手

書
き
用
の
交
付
申
請
書
と
封
筒

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。
郵
送
で
申

請
②
、
市
区
町
村
の
窓
口
で
も
本
人

確
認
書
類
を
持
参
す
る
こ
と
で

交
付
申
請
書
の
再
発
行
が
で
き

ま
す

申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
是
非

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
広
報
委
員
会
）

赤
い
羽
根
募
金
。
皆
様
は
小
さ
い
頃
か
ら

よ
く
こ
の
名
前
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

こ
の
募
金
に
つ
い
て
「
共
同
募
金
は
、
何
に

使
わ
れ
て
い
る
の
？
」
と
い
っ
た
声
が
寄
付

者
の
方
々
か
ら
沢
山
声
が
上
が
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
お
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
こ
の
記
事

を
書
い
て
い
る
広
報
委
員
長
の
私
も
、
こ
の

記
事
を
書
く
ま
で
は
特
に
関
心
を
も
っ
て
調

べ
た
事
が
無
く
知
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

した。ま
ず
は
こ
の
赤
い
羽
根
募
金
と
は
地
域
福

祉
活
動
補
助
金
と
言
わ
れ
助
成
を
受
け
た
施

設
や
団
体
の
活
動
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
話
を
今
回
掲
載
し
た
理
由
は
、
記
事

を
読
ま
れ
て
い
る
方
に
、
赤
い
羽
根
募
金
が

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の

か
、
知
っ
て
頂
く
た
め
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
助
成
金
を
受
け
取
っ
た
施
設
や
団
体

に
対
し
て
も
、
積
極
的
に
赤
い
羽
根
募
金
の

助
成
金
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
明
記
す
る

よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

記
事
を
読
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ん
も
一
度
周

囲
を
見
渡
し
て
も
ら
え
る
と
、
意
外
な
と
こ

ろ
で
赤
い
羽
根
の
マ
ー
ク
を
見
つ
け
る
こ
と

が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
そ
の
募
金
の
利
用
先
、
意
味
を
理
解

た
上
で
募
金
さ
れ
る
と
、
よ
り
一
層
温
か

気
持
ち
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
）



1992年4月17日　第三種郵便物認可（毎月3回7の日発行）
2021年8月27日発行　SSKR通巻第9294号

（3）　　　　　　　　　　　（隔月）千葉身障　　　　　　　　　　第277号

福祉会活動記録写真
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～福祉会会員募集～

福祉会は発足70周年を迎えました。更に発展するように、会員募集中です。
知り合いの方や、お近くで身体障害者手帳をお持ちの方を地区役員に紹介ください。

（組織委員会）
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定価100円（会費に含む）

今
回
は
真
夏
の
暑
い
日
に
香

取
神
宮
ま
で
足
を
延
ば
し
た
時

の
写
真
で
す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
も
、
随
時
、

投
稿
写
真
や
記
事
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。

あ
な
た
の
記
事
、

作
品
も
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

広
報
委
員
会
で
は
、
会
員

皆
様
か
ら
掲
載
記
事
を
募
集

し
ま
す
。
「
ぜ
ひ
千
葉
身
障

に
掲
載
し
た
い
I
L
「
こ
ん
な

活
動
し
て
ま
す
！
」
「
み
ん
な

に
知
っ
て
貰
い
た
い
！
」

「
活
動
メ
ン
バ
ー
募
集
し
ま

す
I
L
等
広
い
範
囲
で
募
集

し
ま
す
。
又
、
活
動
以
外
で

も
個
人
的
な
作
品
、
例
え
ば

手
工
芸
、
習
字
、
写
真
等
々
、

自
分
の
成
果
を
み
ん
な
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
方
な
ど
、

ほ
ぼ
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ

ん
の
で
、
是
非
掲
載
し
て
ほ

し
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

ら
連
絡
を
下
さ
い
。
紙
面
の

都
合
上
、
必
ず
掲
載
出
来
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
「
や

っ
て
み
た
い
ー
・
」
と
い
う
方

は
広
報
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
が
発
行
す
る
本
誌
「
千
葉

身
障
」
は
千
葉
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
が
出
来
ま

す
。
「
千
葉
市
身
体
障
害
者

福
祉
会
」
と
検
索
し
て
も
ら

え
る
と
直
ぐ
に
閲
覧
出
来
ま

す
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

永
井
　
政
枝
様
（
中
央
区
）

武
藤
マ
サ
子
様
（
中
央
区
）

内
藤
　
　
缶
様
（
美
浜
区
）

石
川
　
栄
子
様
（
花
見
川
区
）

毎
回
の
ご
協
力
に
感
謝
し

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
財
務
委
員
会
）
小
倉

轍ヽ、蛾

発
行
人
‥

特
定
非
営
利
活
動
法
人

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

東
京
都
世
田
谷
区
祖
師
谷
3
i
l
I
1
7

ヴ
エ
ル
ド
ゥ
ー
ラ
祖
師
谷
1
0
2
号

編
集
人
‥

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

干
葉
市
中
央
区
千
葉
寺
町
聞
－
2

ハ
ー
モ
一
一
－
プ
ラ
ザ
3
階

千
葉
身
障
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
、
問
合
わ
せ
は
以
下
に

お
願
い
し
ま
す
。

嶋
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〇
四
三
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望
〇
四
三
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〇
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三
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九
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